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嶋本隆光
中国一志
五之治昌比呂
伊藤翼斗
阪上彩子
ベーテルサライ
本センター教授
本センター教授
本センター准教授
本センター非常勤講師
本センター非常勤講師
大阪大学大学院言語文
化研究科博士後期課程
（日本語日本文化専
攻）在籍
編集後記
表の研究論文ー研究ノート・研究報告等。
3 体裁研究論文は400字詰原稿用紙50
枚前後（欧文はA4;rプルスベース 30
枚前後）、研究ノート 研究報告は25枚
前後（欧文は15枚前後）。
4 要旨本文和文の場合、欧文による要旨
(A4ダブルスペース l枚）を、欧文の場
合は、和文による要旨（800字程度）を
添付。
5.採否・原稿の採否は『日本語・日本文化』
編集委員会が決定する。
編集委員
弥生も半ぽになると、陽光の力がこれまで 嶋本隆光 中田一志 水野亜紀子
とまったく異なる。すでに春の訪れを実感で
きる明るさである。自然の活気が横溢し始め
るこの時節に、今年も『日本語・日本文化』
第42号をお届けできたことはまことに喜ば
しい。ひとえにご寄稿いただいた先生方のご
協力の賜物である。本号では、 6名の執筆者
による、 3点の論文、 4点の研究ノートを掲
載している。文化史研究、日本語学、日本語
教育学、宗教・民俗学研究など、バランスよ
く配置できているのではないかと思う。それ
ぞれの分野で活躍する執筆者による意欲的な
作品が発表され、各分野におけるこれからの
発展に大いに寄与することを期待したい。こ
れからも研究者の見解を自由間違に発表でき
る場として、『日本語・日本文化iをますま
す活用していただくことを、この場を借りて
読者諸氏にお願いする。
『日本語・日本文化』投稿規定
I. 資格。本センターまたは関係機関所属教
貝（非常勤を含む）及び『日本語・日本
文化1編集委員会において適当と認めら
れた者。
2. 内容：日本語回日本文化等に関する未発
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